
今
村
紫
紅
筆
「
細
雨
」
に
お
け
る
雨
の
表
現
に
対
す
る
一
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今
村
紫
紅
筆
「
細
雨
」【
図
一
】
は
木
が
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
山
に
雨
が
降
る
様

を
描
い
た
図
で
あ
る
。
観
者
は
平
原
か
ら
山
の
小
径
へ
入
っ
て
い
き
、
視
線
を

進
ま
せ
る
と
緑
の
木
と
枯
木
が
入
り
混
じ
る
林
へ
と
導
か
れ
る
。
木
々
は
平
面

的
に
隙
間
な
く
画
面
上
部
ま
で
続
い
て
い
く
。
左
上
部
に
少
し
覗
く
空
は
雨
曇

り
で
あ
り
、
と
め
ど
な
く
雨
が
降
り
注
ぐ
。
雨
粒
は
木
々
の
色
を
映
し
て
水
気

の
あ
る
緑
や
茶
の
線
的
な
筆
致
で
画
面
を
覆
い
つ
く
す
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。

雨
の
音
を
表
現
す
る
な
ら
ば
、
ザ
ー
と
降
る
雨
。
し
か
し
、
画
面
一
面
に
賦
彩

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
た
い
感
じ
は
し
な
い
。
色
調
が
緑
、
茶
、
墨
と
、

少
な
い
色
彩
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
雨
粒
が
半
透
明
色
で
表
さ
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
細
長
く
繰
り
返
さ
れ
る
筆
致
は
軽
や
か
な
調
子
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。 

本
図
は
紫
紅
が
没
す
る
前
年
の
作
で
あ
る
。「
近
江
八
景
」
で
そ
の
実
力
を
示

し
、「
熱
国
之
巻
」
で
新
局
面
を
開
拓
し
た
風
景
画
題
に
対
し
て
、
自
然
の
繊
細

な
様
相
に
注
視
し
て
「
何
の
変
哲
も
な
い
」
一

風
景
を
描
く
と
い
う
更
な
る
追
求

を
行
っ
て
い
た
時
期
に
本
図
は
描
か
れ
た
。
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
傑
作
の
一
つ
、

街
道
沿
い
の
松
並
木
を
日
暮
れ
か
ら
宵
の
光
の
移
り
変
わ
り
に
着
目
し
て
描
い

た
「
入
る
日
・
出
る
月
」
も
本
図
と
同
年
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
本
図
を
含
む
紫
紅
晩
年
作
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
本
図
の
う
ち
、
と
り
わ
け
雨
の
表
現
の
特
異
性

に
着
目
し
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
で
紫
紅
芸
術
を
読
み
解
く
一
助
と
し
た
い
。 

一
、
今
村
紫
紅
筆
「
細
雨
」
基
本
情
報 

 

本
論
に
入
る
前
に
ま
ず
は
紫
紅
の
画
業
に
お
け
る
「
細
雨
」
制
作
時
の
活
動

状
況
を
明
確
に
す
る
た
め
簡
単
に
画
家
の
来
歴
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
本
図
は

研
究
論
文
の
み
な
ら
ず
画
集
へ
の
掲
載
や
解
説
な
ど
の
記
録
も
少
な
い
た
め
、

や
や
冗
長
と
な
る
が
現
在
筆
者
が
確
認
で
き
る
限
り
画
集
な
ど
へ
の
所
収
情
報
、

展
覧
会
で
の
展
示
情
報
、
先
行
研
究
を
網
羅
す
る
。 

〈
基
本
情
報
〉 

今
村
紫
紅
「
細
雨
」
絹
本
著
色 

一
二
六
・
五×

五
○
・
○ 

横
浜
美
術
館
蔵 

落
款
「
紫
紅
」 

印
章 

朱
文
方
印
「
紫
紅
」 

箱
書 

「
細
雨
」
紫
紅
自
題 

 

一
‐
一
、
画
家
来
歴
‐
「
細
雨
」
制
作
時
の
状
況
を
中
心
に 

今
村
紫
紅
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
横
浜
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
期
に
英

国
風
水
彩
画
を
学
び
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
七
歳
で
歴
史
画
の
大
家
、

松
本
楓
湖
の
安
雅
堂
画
塾
へ
入
門
す
る
。
そ
し
て
翌
年
、
自
ら
千
紫
万
紅
の
四

字
か
ら
『
紫
紅
』
と
号
し
て
日
本
画
家
と
し
て
の
人
生
を
歩
み
始
め
た
。 

当
時
の
日
本
画
壇
で
は
歴
史
画
が
隆
盛
し
て
い
た
。
紫
紅
も
初
期
作
品
に
お

い
て
主
に
歴
史
人
物
画
を
主
題
と
し
て
お
り
、
同
じ
く
歴
史
画
の
大
家
、
小
堀

鞆
音
の
弟
子
で
あ
っ
た
安
田
靫
彦
（
一
八
八
四
‐
一
九
七
八
）
ら
と
共
に
「
紅

児
会
」
を
結
成
し
、
歴
史
画
研
究
を
主
軸
と
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
た
。

こ
の
頃
は
生
活
が
厳
し
く
和
菓
子
屋
の
菓
子
見
本
を
描
く
な
ど
、
本
来
の
作
家

以
外
の
仕
事
も
行
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

紫
紅
が
転
機
を
迎
え
る
の
は
二
十
七
歳
の
頃
。
中
央
を
追
わ
れ
五
浦
へ
転
移

し
て
い
た
日
本
美
術
院
を
訪
れ
、
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
‐
一
九
一
三
）
ら
と

知
り
合
っ
た
時
で
あ
る
。
こ
こ
で
横
山
大
観
（
一
八
六
八
‐
一
九
五
八
）
や
、

菱
田
春
草
（
一
八
七
四
‐
一
九
一
一
）
ら
の
制
作
手
法
、
全
霊
で
作
画
に
向
か
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う
態
度
に
衝
撃
を
受
け
、
と
り
わ
け
春
草
が
描
い
て
い
た
「
賢
首
菩
薩
」
の
点

描
技
法
や
色
面
構
成
に
多
く
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
心
の
「
古
人
で

好
む
も
の
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
に
「
宗
達
で
す
」
と
答
え
た
逸
話
が
残
る
。 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
日
本
で
初
の
官
展
で
あ
る
文
部
省
美
術
展
覧
会

（
文
展
）
が
開
催
さ
れ
る
と
、
岡
倉
天
心
は
日
本
美
術
院
系
の
新
し
い
日
本
画

確
立
を
志
す
所
謂
「
新
派
」
の
画
家
を
組
織
し
国
画
玉
成
会
を
創
設
し
て
文
展

に
臨
ん
だ
。
紫
紅
は
紅
児
会
を
代
表
し
て
国
画
玉
成
会
に
参
加
し
、
評
議
員
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
第
五
回
文
展
に
て
「
護

花
鈴
」
が
褒
状
を
受
賞
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
横
浜
の
豪
商
原
三
溪
の
援
助

を
受
け
る
に
至
る
。 

翌
年
、
第
六
回
文
展
に
て
「
近
江
八
景
」
を
発
表
。
世
間
の
注
目
を
集
め
、

最
高
賞
を
受
賞
す
る
。
ま
た
こ
の
年
、
生
前
紫
紅
が
自
身
の
最
高
傑
作
だ
と
語

っ
て
い
た
と
い
う
「
獅
子
」
を
制
作
し
た
。
二

こ
の
よ
う
に
、
大
正
元
年
（
一
九

一
二
）
は
紫
紅
に
と
っ
て
あ
る
意
味
、
画
業
の
頂
点
と
も
言
え
る
年
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
翌
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
肝
臓
病
を
発
症
し
文
展
へ
の
出
品
を
見

送
る
こ
と
と
な
り
、
更
に
天
心
が
没
し
た
こ
と
で
文
展
に
お
け
る
美
術
院
系
の

勢
力
が
弱
体
化
、
文
展
と
決
裂
、
離
反
し
た
こ
と
が
相
ま
っ
て
、
紫
紅
は
以
後
、

文
展
に
作
品
を
提
出
し
て
い
な
い
。 

画
壇
の
混
乱
に
よ
る
心
労
、
自
身
の
制
作
上
の
苦
悶
を
打
破
す
る
た
め
紫
紅

は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
二
月
か
ら
約
三
か
月
間
、
病
を
押
し
て
東
南
ア
ジ

ア
・
イ
ン
ド
を
巡
る
旅
を
決
行
し
た
。
同
年
再
興
さ
れ
た
日
本
美
術
院
に
お
い

て
紫
紅
は
経
営
同
人
と
な
り
、
第
一
回
院
展
に
て
こ
の
旅
を
基
に
「
熱
国
之
巻
」

を
出
品
、
強
烈
な
色
彩
で
話
題
を
呼
ん
だ
。
同
年
十
二
月
、
目
黒
を
拠
点
に
後

輩
画
家
ら
と
「
赤
曜
会
」
を
結
成
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
を
真

似
て
野
外
に
天
幕
張
り
の
会
場
を
設
営
し
た
無
鑑
査
会
を
開
催
す
る
。 

こ
の
頃
、
紫
紅
は
自
身
の
芸
術
論
と
し
て
、 

 

新
し
が
っ
た
り
、
自
由
が
っ
た
り
す
る
人
達
は
矢
鱈
に
ゴ
ー
ホ
、
ゴ
ー

ガ
ン
等
の
印
象
派
連
を
担
ぎ
出
し
て
、
南
画
な
ん
ど
に
対
し
て
は
嘲
笑
を

浴
び
せ
て
い
る
。（
略
）
印
象
派
独
り
斬
新
に
し
て
南
画
が
古
い
か
。
彼
等

は
型
に
嵌
っ
た
所
謂
伝
習
に
囚
わ
れ
た
も
の
と
し
て
南
画
を
挙
げ
て
い
る
。

成
程
南
画
は
型
に
嵌
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
（
略
）
印
象
派
も
、

も
う
既
に
囚
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
僕
の
見
を
以
て
す
れ
ば
南

画
も
印
象
派
も
同
じ
く
型
に
嵌
っ
た
も
の
で
、
こ
の
間
に
何
等
新
旧
の
差

は
な
い
（
略
） 

自
我
を
外
に
し
て
芸
術
は
な
い
。（
略
）
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
ず
、
自
由

に
、
快
活
に
自
己
の
絵
を
描
く
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
心
境

に
入
ら
な
く
て
は
生
命
あ
る
絵
は
出
来
や
し
な
い
三 

 

と
、
南
画
と
印
象
派
を
取
り
上
げ
、
両
方
と
も
型
に
嵌
っ
て
い
る
と
論
じ
、
何

事
に
も
囚
わ
れ
ず
に
絵
を
描
く
こ
と
の
重
要
さ
を
強
調
し
、
自
身
の
制
作
の
基

本
理
念
を
表
明
し
て
い
る
。 

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
美
術
院
の
画
家
ら
と
「
東
海
道
五
十
三
次
合
作
絵

巻
」
制
作
の
た
め
に
東
海
道
を
旅
し
、
そ
こ
で
の
取
材
を
基
に
今
ま
で
の
作
品

よ
り
も
更
に
熾
烈
な
色
彩
で
東
海
道
の
松
並
木
の
日
暮
れ
か
ら
宵
の
光
の
移
り

変
わ
り
を
捉
え
た
「
入
る
日
・
出
る
月
」
を
第
二
回
院
展
に
発
表
す
る
。
四

本
稿

に
お
い
て
考
察
す
る
「
細
雨
」
は
こ
の
年
に
制
作
さ
れ
た
。
紫
紅
は
こ
の
翌
年
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
に
持
病
が
悪
化
し
三
十
五
歳
の
若
さ
で
没
し
て

し
ま
う
た
め
、「
細
雨
」
は
紫
紅
芸
術
の
成
熟
期
で
あ
り
今
後
一
層
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
時
期
の
意
欲
作
で
あ
る
と
言
え
る
。 
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日
本
画
な
ん
て
こ
ん
な
に
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
は
仕
方
あ
り
ゃ
ァ

し
な
い
。
兎
に
角
破
壊
す
る
ん
だ
ナ
。
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、

ど
う
し
て
も
一
度
打
ち
砕
さ
な
く
ち
ゃ
駄
目
だ
。
そ
う
す
る
と
誰
か
が
又

建
設
す
る
だ
ろ
う
。
僕
は
壊
す
か
ら
君
達
建
設
し
て
く
れ
給
え
。
五 

 

と
晩
年
、
後
輩
画
家
ら
に
語
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
期
に
お

い
て
「
新
し
い
日
本
画
」
創
設
を
志
し
て
邁
進
し
た
紫
紅
を
惜
し
む
声
は
多
く
、

そ
の
早
す
ぎ
る
死
は
画
壇
の
大
損
失
だ
と
嘆
か
れ
た
。
紫
紅
の
作
品
の
う
ち
、

「
近
江
八
景
」
と
「
熱
国
之
巻
」
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
‐
二
、
所
蔵
・
展
覧
会
情
報
と
先
行
研
究 

今
村
紫
紅
筆
「
細
雨
」
が
画
集
に
収
め
ら
れ
た
の
は
没
後
す
ぐ
の
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
開
催
さ
れ
た
「
故
今
村
紫
紅
君
遺
作
並
に
追
悼
展
覧
会
」
を

期
に
制
作
さ
れ
た
『
紫
紅
画
集
』
六

が
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
本
図
は
吉
田
忠
三

郎
氏
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
吉
田
氏
は
京
都
の
呉
服
問
屋
で
土
田
麦
僊
（
一
八
八

七
‐
一
九
三
六
）
ら
の
結
成
し
た
国
画
創
作
協
会
な
ど
、
京
都
画
壇
の
中
で
も

新
進
気
鋭
の
画
家
を
多
く
援
助
し
て
い
た
七

。
同
画
集
に
よ
れ
ば
、
本
図
の
他
に

「
水
汲
女
・
牛
飼
い
男
」【
図
二
】
も
吉
田
氏
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
に
巽
画
会
表
装
競
技
会
へ
出
品
さ
れ
た
作
品
で

あ
り
、
同
じ
こ
ろ
土
田
麦
僊
は
上
京
し
紫
紅
と
会
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
所
蔵

情
報
は
大
正
期
の
紫
紅
と
京
都
画
壇
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。 

次
に
本
図
が
掲
載
さ
れ
た
画
集
八

が
発
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九

七
二
）
で
あ
る
。
こ
の
中
で
本
図
は
参
考
図
版
と
し
て
モ
ノ
ク
ロ
で
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
解
説
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
主
な
紫
紅
作
品
を
掲
載
し
た
初
め
て
の
本
格
的

な
画
集
『
今
村
紫
紅
』
に
て
本
図
は
解
説
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
本
図
の

所
蔵
先
は
横
浜
市
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
開
館

し
た
横
浜
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

近
年
の
特
別
企
画
展
に
お
け
る
展
示
は
横
浜
美
術
館
年
報
の
貸
出
記
録
に
よ

れ
ば
、「
日
本
画
・
雨
と
余
情
展
」
九

、「
近
代
の
日
本
画
―
西
洋
と
の
出
会
い
と

対
話
展
」
一
〇

、「
紫
紅
と
靫
彦
展
」
一
一
「
横
山
大
観
展
―
良
き
師
、
良
き
友
」
一
二

、

「
速
水
御
舟
と
そ
の
周
辺 

大
正
期
日
本
画
の
俊
英
た
ち
展
」一
三

な
ど
で
あ
る
。 

本
図
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
が
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に

山
種
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
特
別
展
今
村
紫
紅
―
そ
の
人
と
芸
術
」
に
合

わ
せ
た
雑
誌
『
三
彩
』
の
特
集
に
お
い
て
草
薙
奈
津
子
氏
に
よ
り
晩
年
の
紫
紅

作
品
の
う
ち
「
鋭
い
観
照
の
「
沙
魚
」「
細
雨
」「
黄
菊
・
白
菊
」
…
」
と
、「
種
々

の
方
向
を
示
し
」
一
四

た
作
品
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
本
展
覧
会
に
て
展
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
展
覧
会
の
翌
年
に
発
行
さ
れ
た
前
述
の
画
集
『
今
村
紫

紅
』
に
お
い
て
本
図
は
小
池
賢
博
氏
に
よ
り 

 

こ
の
作
品
に
も
、
紫
紅
の
晩
年
の
作
品
の
特
色
で
あ
る
自
然
を
じ
っ
く

り
と
味
わ
う
、
内
省
を
含
ん
だ
観
照
が
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
て
い
る
。
山

陰
の
松
の
林
に
降
る
細
雨
に
、
心
ま
で
浸
っ
て
描
い
て
い
る
。
天
か
ら
と

め
ど
な
く
落
下
し
続
け
る
雨
は
、
木
々
の
緑
に
染
ま
っ
て
、
緑
色
の
雨
に

変
わ
っ
て
地
に
達
す
る
。
雨
を
緑
に
し
て
し
ま
う
あ
た
り
に
、
紫
紅
の
何

事
に
も
と
ら
わ
れ
ぬ
、
柔
軟
な
心
が
み
ら
れ
よ
う
。
雨
を
細
い
柔
ら
か
い

線
で
楽
し
げ
に
引
き
続
け
る
紫
紅
は
、
も
は
や
自
身
が
雨
の
境
地
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。
一
五 
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と
、
解
説
さ
れ
た
。 

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
「
日
本
画
・
雨
と
余
情
」
展
図
録
の
解
説
で
は
、「
画

面
全
体
を
細
い
縦
線
で
被
い
尽
し
、
あ
た
か
も
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
越
し
に
見

た
よ
う
な
雨
中
の
風
景
は
、
映
像
的
な
ス
ク
リ
ー
ン
の
世
界
に
近
い
」
と
し
、

紫
紅
を
「
何
よ
り
も
個
性
を
重
ん
じ
た
画
家
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
一
六 

中
村
溪
男
氏
は
紫
紅
の
伝
記
本
に
お
い
て
本
図
を 

 
 

緑
滴
る
松
山
に
雨
が
ふ
り
注
ぐ
図
で
、
下
部
に
は
山
裾
の
平
ら
な
部
分

が
あ
る
。
松
山
が
画
幅
の
四
分
の
三
を
占
め
、
雨
が
沛
然
と
緑
の
雨
と
な

っ
て
降
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
な
ん
で
も
な
い
普
通
の
構
図
で
あ
る
が
、

緑
の
雨
が
上
か
ら
下
ま
で
流
れ
る
よ
う
に
降
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ま
た
見

る
も
の
に
凄
み
と
降
っ
て
い
る
雨
の
は
げ
し
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
こ

ん
な
雨
の
絵
は
見
た
こ
と
が
無
い
。
緑
の
雨
、
つ
ま
り
色
彩
だ
け
で
描
き

上
げ
、
松
の
緑
と
や
や
薄
い
色
の
雨
だ
け
で
仕
上
げ
て
い
る
の
に
は
驚
か

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
描
写
は
底
知
れ
ぬ
恐
ろ
し
い
力
と
な
っ
て
私
の
目
を

見
張
ら
せ
た
。
緑
一
色
の
わ
ず
か
な
色
の
変
化
、
し
か
も
点
描
態
の
背
面

の
松
林
の
描
写
、
そ
し
て
雨
も
細
長
い
点
描
技
法
で
あ
る
の
だ
か
ら
全
く

度
肝
を
抜
く
作
品
で
あ
り
、
も
と
を
正
せ
ば
南
画
描
法
の
変
形
な
の
で
あ

る
。
こ
の
構
想
の
自
由
さ
と
表
現
の
大
胆
さ
に
は
意
表
を
つ
か
れ
る
も
の

が
あ
る
。
一
般
的
に
は
細
い
雨
脚
を
線
引
き
し
て
い
る
だ
け
に
見
え
て
、

細
か
い
技
巧
の
極
致
を
見
落
と
し
が
ち
で
あ
る
。（
略
）
こ
れ
は
写
生
画
の

極
致
で
、
表
現
の
巧
み
さ
か
ら
こ
の
よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ
る
の
だ
…
一
七 

 と
、
写
生
を
極
め
た
上
で
南
画
の
点
描
態
を
用
い
た
作
品
で
あ
る
と
し
た
。 

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
横
浜
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
横
山
大
観

展
―
良
き
師
、
良
き
友
」
図
録
の
解
説
で
は
太
田
雅
子
氏
に
よ
り 

 

山
に
降
り
注
ぐ
細
雨
を
、
画
面
全
体
を
覆
う
よ
う
に
描
い
た
線
で
表
現

し
た
、
紫
紅
の
意
欲
作
で
あ
る
。
浮
世
絵
に
お
い
て
も
雨
の
風
景
は
し
ば

し
ば
描
か
れ
て
き
た
が
、
本
作
に
近
い
表
現
と
言
え
ば
、
広
重
の
東
海
道

五
十
三
次
《
土
山
の
春
の
雨
》
が
挙
げ
ら
れ
る
。
広
重
の
作
品
は
…
下
の

図
柄
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に
、
雨
が
薄
い
グ
レ
ー
の
線
で
摺
り
こ
ま
れ

て
い
る
。
本
作
で
も
同
様
に
図
柄
が
透
け
る
よ
う
に
薄
い
色
で
線
が
描
き

こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
下
地
の
色
に
よ
っ
て
、
線
の
色

も
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
木
の
幹
や
葉
の
部
分
は
緑
と
茶

の
線
で
、
枯
れ
た
枝
や
左
上
の
空
の
部
分
は
茶
の
線
で
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
単
色
で
線
を
入
れ
る
よ
り
も
下
の
図
柄
が
は
っ
き
り
と

見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
来
透
明
で
あ
る
雨
が
、
背
景
に
よ
っ
て
異
な

る
色
に
見
え
る
と
い
う
事
実
を
も
と
に
し
た
、
リ
ア
ル
な
視
覚
表
現
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
紫
紅
の
細
や
か
な
工
夫
が
垣
間
見
え
る
作
品
で
あ
る
。
一
八 

 

と
、
共
通
す
る
表
現
の
あ
る
浮
世
絵
が
紹
介
さ
れ
、
中
村
氏
が
緑
一
色
と
し
て

い
た
雨
の
表
現
に
つ
い
て
、「
背
景
に
よ
っ
て
異
な
る
色
」
を
用
い
て
い
る
と
の

指
摘
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
本
図
は
自
然
を
じ
っ
く
り
と
観
照
し
、
そ

の
本
質
を
写
実
的
に
捉
え
た
作
品
と
さ
れ
る
。
細
長
い
雨
は
中
村
氏
に
よ
れ
ば

南
画
表
現
の
変
形
で
あ
り
、
太
田
氏
は
透
け
る
雨
の
表
現
が
浮
世
絵
【
図
三
】

で
も
行
わ
れ
て
い
る
と
し
た
。
こ
の
雨
の
表
現
が
紫
紅
の
自
然
を
写
実
的
に
描

く
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い
た
時
期
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
述
草
薙
氏

に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

紫
紅
は
「
近
江
八
景
」
に
お
い
て
伝
統
的
画
題
『
唐
崎
夜
雨
』
を
継
承
し
た
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画
題
「
唐
崎
」【
図
四
】
に
お
い
て
本
来
描
か
れ
る
べ
き
雨
粒
を
描
か
ず
に
雨
後

の
湿
潤
な
雰
囲
気
を
描
い
た
。
本
図
の
よ
う
な
細
長
い
雨
を
色
彩
で
描
く
表
現

は
本
図
が
制
作
さ
れ
た
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
前
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
風
景
画
を
描
き
始
め
た
頃
に
は
用
い
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う

な
絵
画
研
究
に
よ
っ
て
紫
紅
は
こ
の
雨
の
表
現
を
獲
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
章
で
日
本
美
術
に
お
け
る
雨
の
表
現
を
概
観
す
る
こ
と
で
本
図
に
お
け
る
雨

の
表
現
の
特
質
を
明
確
に
し
、
紫
紅
が
写
実
的
と
さ
れ
る
こ
の
表
現
に
辿
り
着

い
た
背
景
を
考
察
す
る
。 

 

二
、
日
本
美
術
と
雨 

 

日
本
美
術
に
お
け
る
雨
の
表
現
を
確
認
す
る
た
め
「
雨
と
線
」「
雨
と
面
」「
描

か
れ
な
い
雨
」
の
三
つ
の
視
座
よ
り
議
論
を
進
め
て
い
く
。
尚
、
本
章
で
挙
げ

る
先
行
作
例
以
外
に
も
雨
の
表
現
を
示
し
た
作
品
は
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は

紫
紅
作
品
の
考
察
を
目
的
と
す
る
た
め
古
画
に
関
し
て
は
概
括
に
留
め
た
い
。 

 

「
日
本
画
・
雨
と
余
情
」
展
図
録
一
九

に
お
い
て
長
谷
川
て
い
氏
が
、
ま
た
『
美

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
』
第
五
号
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ベ
ル
テ
ィ
エ
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
近
代
に
至
る
ま
で
西
洋
美
術
に
お
い
て
雨
を
表
そ
う
と
し
た
画

家
は
少
な
い
一
方
で
、
東
洋
に
お
い
て
は
仏
教
思
想
の
「
慈
雨
」
の
絵
画
化
に

代
表
さ
れ
る
雨
の
表
現
が
盛
唐
の
時
代
か
ら
存
在
す
る
と
い
う
。
二
〇

日
本
に
お

い
て
も
「
慈
雨
」
は
仏
教
工
芸
品
や
絵
画
作
品
な
ど
に
お
い
て
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
然
の
雨
の
表
現
も
例
え
ば
十
三
世
紀
に
成
立
し
た
「
一
遍
上
人
絵
伝
」

で
は
渇
筆
を
長
く
斜
め
に
繰
り
返
し
引
く
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

線
的
な
雨
の
表
現
を
多
用
し
た
例
と
し
て
前
述
の
両
氏
が
挙
げ
る
の
は
、
浮

世
絵
に
お
け
る
雨
で
あ
る
。
両
氏
は
共
に
浮
世
絵
制
作
に
用
い
る
版
刻
が
雨
脚

を
線
状
に
表
す
こ
と
に
適
し
て
い
た
た
め
、
浮
世
絵
で
は
雨
が
効
果
的
に
描
く

こ
と
が
で
き
た
と
分
析
し
て
い
る
。
安
村
敏
信
氏
が
「
日
本
美
術
に
お
け
る
雨

の
表
現
と
い
え
ば
」
二
一

と
し
た
歌
川
広
重
の
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
を
見
て
み

る
と
雨
の
表
現
は
「
大
磯
」【
図
五
】、「
庄
野
」【
図
六
】、「
土
山
」【
図
三
】
の

三
枚
で
あ
る
と
い
う
。
二
二

そ
れ
ぞ
れ
は
パ
ラ
パ
ラ
と
降
り
始
め
の
雨
、
突
然
の

に
わ
か
雨
、
じ
と
じ
と
と
降
り
続
く
長
雨
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
庄
野
」
は

同
じ
く
広
重
の
「
近
江
八
景
」
の
内
「
唐
崎
夜
雨
」【
図
七
】
に
も
見
ら
れ
る
小

さ
め
の
刷
毛
で
は
い
た
よ
う
な
、
線
を
近
接
に
束
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
面
に
近

い
表
現
で
雨
量
の
多
さ
を
示
し
て
い
る
た
め
、
線
と
面
の
間
の
表
現
と
い
え
る
。

一
方
で
先
行
研
究
に
お
い
て
紫
紅
筆
「
細
雨
」
と
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
た
「
土

山
」
と
「
大
磯
」
ま
た
、「
名
所
江
戸
百
景
」
よ
り
著
名
な
「
大
は
し
あ
た
け
の

夕
立
」【
図
八
】
で
は
雨
が
斜
め
に
長
い
線
状
で
表
さ
れ
て
お
り
、
雨
脚
の
力
強

さ
が
表
現
さ
れ
る
と
共
に
画
面
一
面
を
線
が
覆
う
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
日
本
美

術
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
構
図
を
提
供
し
て
い
る
。 

 

こ
の
他
、
線
的
な
雨
と
し
て
は
雲
龍
図
に
代
表
さ
れ
る
風
雨
の
情
景
を
伴
う

作
品
に
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
鉄
線
描
の
線
と
は
異
な
る
が
、
雨
を
濃
墨
線

で
表
し
た
例
と
し
て
は
立
て
か
け
た
画
面
に
墨
を
垂
ら
し
、
流
れ
落
ち
る
水
の

自
然
な
動
き
で
雨
を
表
現
し
た
海
北
友
松
【
図
九
】
も
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

硬
い
墨
線
や
版
刻
の
表
現
で
は
雨
が
線
的
に
描
か
れ
る
一
方
で
、
溌
墨
を
始

め
と
す
る
水
墨
山
水
画
の
雨
に
は
面
的
な
表
現
で
湿
潤
な
空
気
感
を
表
す
作
例

が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
筆
の
筆
致
や
渇
筆
に
よ
る
筆
先
の
割
れ
に
よ
っ
て
表
出

さ
れ
て
い
た
雨
の
連
続
し
た
水
滴
感
は
失
わ
れ
、
湿
気
を
含
ん
だ
大
気
の
様
子

に
よ
っ
て
雨
そ
の
も
の
よ
り
も
、
雨
の
降
る
湿
潤
な
空
気
を
画
家
は
描
き
出
そ

う
と
試
み
る
。
例
え
ば
、
そ
の
後
の
多
く
の
山
水
画
の
祖
型
と
な
っ
て
い
る
『
瀟

湘
八
景
』
の
う
ち
『
瀟
湘
夜
雨
』
な
ど
雨
の
情
景
で
は
線
で
雨
を
表
す
も
の
も

あ
る
が
、
相
阿
弥
【
図
十
】
は
面
的
に
、
靄
の
よ
う
な
大
気
と
し
て
雨
を
表
現
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し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
気
と
し
て
雨
や
湿
気
の
多
い
空
気
感
を
描
く
表
現

は
、
近
代
に
お
い
て
も
竹
内
栖
鳳
筆
「
雨
」【
図
十
一
】
の
よ
う
に
水
墨
表
現
と

し
て
生
き
続
け
、
技
法
は
違
え
ど
も
菱
田
春
草
筆
「
五
月
雨
」
や
横
山
大
観
筆

「
夕
立
」
【
図
十
二
】
の
よ
う
な
朦
朧
体
の
表
現
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

最
後
に
、
雨
脚
も
霧
状
の
靄
も
描
か
な
い
で
雨
の
表
現
す
る
作
品
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
古
く
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
「
蓬
生
」
や
「
東
屋
」
で
も
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
傘
や
し
な
だ
れ
た
草
木
と
い
っ
た
雨
に
ま
つ
わ
る
モ
チ
ー

フ
を
描
く
こ
と
で
、
そ
こ
に
降
る
雨
を
鑑
賞
者
に
想
像
さ
せ
る
手
法
が
あ
る
。

安
村
氏
は
「
日
本
美
術
で
は
雨
を
描
か
ず
に
雨
を
表
現
す
る
作
品
が
あ
る
」
と

し
て
、
円
山
応
挙
筆
「
竹
図
屏
風
」
を
挙
げ
た
。
二
三

こ
の
表
現
方
法
は
近
代
で

も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
下
村
観
山
筆
「
春
雨
」【
図
十
三
】
の
立
ち
止
ま
っ
て

振
り
返
る
女
性
像
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
柔
ら
か
な
雨
な
ど
、
モ
チ
ー
フ
の
表
現

に
よ
っ
て
雨
脚
を
描
か
ず
し
て
雨
に
煙
る
情
景
や
、
そ
こ
に
降
る
雨
の
強
弱
、

質
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
、
大
正
期
に
お
け
る
紫
紅
の
雨
の
表
現 

 

前
章
で
見
た
日
本
美
術
に
お
け
る
雨
の
表
現
を
念
頭
に
再
度
、
紫
紅
筆
「
細

雨
」
を
見
て
み
る
と
、
本
図
の
雨
は
三
つ
の
う
ち
線
的
な
雨
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
本
図
に
お
け
る
雨
脚
は
細
い
毛
先
の
筆
で
厳
し
く
平
行
に
描
か
れ
た

線
で
は
な
く
、
水
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
中
筆
で
筆
の
筆
致
を
生
か
し
た
雨
で
あ

る
。
そ
の
雨
粒
表
現
は
筆
の
毛
先
の
形
に
よ
り
、
上
下
が
細
く
中
が
太
い
紡
錘

状
の
短
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
筆
遣
い
、
筆
の
形
状
に
よ
っ
て
現
れ
る
筆
跡
を

生
か
し
た
作
画
方
法
は
、
中
国
文
人
画
に
お
い
て
特
に
竹
の
葉
な
ど
の
描
写
に

活
用
さ
れ
て
き
た
。
本
図
の
雨
の
表
現
に
も
紫
紅
が
晩
年
取
り
組
ん
で
い
た
南

画
研
究
に
よ
る
成
果
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

先
行
研
究
に
お
い
て
太
田
氏
は
半
透
明
の
雨
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
雨
の

下
の
光
景
を
見
せ
る
広
重
の
「
土
山
」
と
の
共
通
点
を
示
し
た
が
、
広
重
で
は

薄
墨
の
半
透
明
色
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
一
方
で
、
本
図
の
雨
は
緑
と
茶
の
半

透
明
色
で
あ
り
、
薄
墨
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
紫
紅
は
歌
麿
を
好
み
広
重
の

江
戸
名
所
百
図
も
参
照
し
て
い
た
と
さ
れ
る
二
四

。
し
か
し
「
細
雨
」
に
お
け
る

雨
の
表
現
は
浮
世
絵
に
お
け
る
全
画
面
を
雨
の
線
で
覆
う
構
図
や
薄
墨
に
よ
る

ベ
ー
ル
効
果
を
参
照
し
つ
つ
、
更
に
雨
の
色
や
質
を
日
本
画
な
ら
で
は
の
毛
筆

で
岩
絵
具
を
用
い
た
表
現
に
変
え
る
こ
と
で
発
展
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
。 

紫
紅
は
本
図
の
前
年
に
制
作
し
た
「
雨
の
山
・
風
の
海
」【
図
十
四
】
に
お
い

て
も
本
図
と
同
じ
紡
錘
形
の
雨
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
画
面
上
部
の
空
の

部
分
の
雨
は
淡
墨
の
み
で
描
か
れ
、
山
の
部
分
で
は
淡
墨
、
灰
緑
、
茶
色
、
黄

褐
色
な
ど
の
色
彩
が
用
い
ら
れ
る
。
山
の
木
々
を
表
す
太
め
の
筆
致
と
、
薄
く

に
じ
ま
せ
た
影
の
よ
う
な
筆
致
、
そ
し
て
雨
を
示
す
少
し
硬
め
短
線
を
繰
り
返

し
織
り
交
ぜ
な
が
ら
重
ね
る
こ
と
で
、
風
景
を
見
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
軽
快

な
筆
致
の
重
な
り
を
楽
し
む
よ
う
な
画
面
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

短
線
を
繰
り
返
す
描
法
は
、
に
じ
ん
だ
点
描
を
重
ね
る
水
墨
山
水
画
の
表
現
に

お
い
て
も
先
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
細
雨
」
で
は
に
じ
み
表
現
は
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
色
の
重
な
り
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で
、
に
じ
み
を
用
い
た

「
雨
の
山
・
風
の
海
」
よ
り
も
明
る
い
画
面
を
作
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。 

こ
の
筆
の
筆
致
を
生
か
し
た
雨
の
表
現
は
イ
ン
ド
旅
行
中
に
描
い
た
ス
ケ
ッ

チ
【
図
十
五
】
に
も
見
ら
れ
、
日
本
美
術
院
義
務
作
品
と
し
て
横
山
大
観
、
下

村
観
山
、
小
杉
未
醒
ら
と
東
海
道
を
旅
し
て
制
作
し
た
合
作
「
東
海
道
五
十
三

次
絵
巻
」【
図
十
六
】
で
も
行
っ
て
い
る
。
ス
ケ
ッ
チ
帳
や
現
地
で
席
画
の
よ
う

に
描
い
た
作
品
で
は
紡
錘
状
の
雨
は
淡
墨
で
斜
め
に
引
か
れ
、
全
画
面
を
覆
わ

な
い
。
し
か
し
鉄
線
描
で
細
い
線
を
描
く
の
で
は
な
く
、
中
筆
の
筆
致
で
大
粒
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の
雨
の
水
滴
の
質
感
を
示
す
手
法
は
本
図
や
「
雨
の
山
」
に
繋
が
る
表
現
で
あ

る
。
本
図
に
お
け
る
雨
の
表
現
は
こ
の
よ
う
な
写
生
、
水
彩
画
制
作
を
通
し
て

得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

先
行
研
究
に
お
い
て
草
薙
氏
は
「
鋭
い
観
照
の
「
沙
魚
」「
細
雨
」
「
黄
菊
・

白
菊
」
…
」
二
五

と
、
本
図
が
「
沙
魚
」
【
図
十
七
】
「
黄
菊
・
白
菊
」
と
同
じ
鋭

い
観
照
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
本
図
は
雨
の
表

現
に
お
い
て
は
自
然
の
観
照
か
ら
得
た
描
写
を
用
い
る
一
方
で
、「
沙
魚
」
や
「
黄

菊
・
白
菊
」
に
お
け
る
有
形
の
対
象
を
繊
細
に
写
し
取
る
写
実
的
な
表
現
と
は

違
い
、
画
面
を
覆
う
木
々
を
写
実
的
に
描
く
こ
と
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
。 

そ
れ
で
は
本
図
の
表
現
と
写
実
的
作
品
と
は
如
何
な
る
制
作
意
図
の
相
違
点

が
指
摘
で
き
る
の
か
。
次
章
で
は
近
代
の
風
景
画
の
流
れ
を
見
る
こ
と
で
本
図

の
表
現
を
生
み
出
し
た
背
景
に
迫
り
た
い
。 

 

四
、
紫
紅
風
景
画
の
成
熟
―
『
日
本
風
景
論
』
と
写
生
写
実
主
義
を
越
え
て 

「
細
雨
」
を
近
代
日
本
画
の
風
景
画
と
し
て
捉
え
た
際
、
本
図
制
作
当
時
の

人
々
の
風
景
に
対
す
る
考
え
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
本
図
の
立
ち
位
置
を
考
察

す
る
糸
口
と
し
た
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
近
代
日
本
人
の
風
景
に
対
す
る
考
え

に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
志
賀
重
昴
『
日
本
風
景
論
』
と
、
同
時
期
に
美
術

界
を
席
巻
し
て
い
た
写
生
写
実
主
義
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 

地
学
者
・
志
賀
重
昴
は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
『
日
本
風
景
論
』

を
出
版
し
た
。
本
書
は
ま
ず
日
本
の
風
景
に
は
瀟
洒
、
美
、
跌
宕
の
三
つ
の
特

徴
が
あ
り
、
そ
れ
を
形
成
す
る
も
の
は
「
気
候
、
海
流
の
多
変
多
様
な
る
事
」
、

「
水
蒸
気
の
多
量
な
る
事
」
、
「
火
山
岩
の
多
々
な
る
事
」
、「
流
水
の
浸
食
激
烈

な
る
事
」
の
四
要
素
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
自
身
の
行
っ
た
全
国
各
地
で
の

調
査
を
踏
ま
え
、
土
地
特
有
の
動
植
物
、
気
象
、
地
形
な
ど
を
挙
げ
る
と
共
に
、

そ
の
土
地
・
地
質
に
対
し
て
過
去
の
人
々
が
詠
ん
だ
漢
文
や
和
歌
、
そ
の
土
地

に
ま
つ
わ
る
故
事
、
あ
る
い
は
外
国
人
の
文
章
を
掲
載
し
、
い
か
に
日
本
の
風

景
が
世
界
的
に
見
て
も
た
ぐ
い
ま
れ
で
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
解
説
し
て

い
る
。
本
書
は
日
清
戦
争
中
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
志
賀
自
身
が
国
粋
主

義
を
唱
え
る
政
教
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

有
し
た
内
容
だ
が
、
こ
れ
は
当
時
の
風
潮
に
合
致
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
本
書

は
発
売
十
年
足
ら
ず
で
十
五
版
を
重
ね
る
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
当
時
の

人
々
の
日
本
の
風
景
に
対
す
る
考
え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
土
方
定
一

氏
は
本
書
の
美
術
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

 

こ
の
著
書
が
わ
が
国
土
の
景
観
と
景
観
美
に
文
学
的
な
表
現
と
新
し
い

地
理
学
的
性
格
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
大
和
的
、
盆
景
的

な
景
観
意
識
に
対
し
て
、
日
本
人
の
景
観
意
識
に
重
要
な
変
革
を
与
え
た

革
命
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
（
略
）
美
術
史
の
う
え
か
ら
い
え
ば
、
同

様
に
こ
れ
ま
で
の
封
建
的
反
動
の
時
代
に
美
術
界
の
主
流
を
な
し
た
歴
史

画
の
主
題
を
離
れ
た
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン

（
一
八
五
〇
‐
一
九
一
六
年
）
系
の
外
光
派
の
移
植
に
よ
っ
て
風
景
画
が

登
場
す
る
（
略
）
こ
こ
で
美
術
家
は
、
は
じ
め
て
ア
ト
リ
エ
か
ら
外
に
出

て
外
光
の
下
に
立
ち
、
そ
こ
に
太
陽
の
光
線
の
下
に
出
現
す
る
色
彩
世
界

を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
（
略
）
以
上
の
よ
う
な
文
学
、
美
術
の
変
革
を
発

見
的
に
告
知
し
た
書
物
と
し
て
記
念
碑
的
意
義
を
持
っ
て
い
る
二
六 

 
 

近
代
日
本
に
お
い
て
西
欧
的
な
風
景
観
の
形
成
、
つ
ま
り
「
近
代
的
自
我
の

自
律
と
、
風
景
の
成
立
と
を
パ
ラ
レ
ル
な
現
象
と
見
」
二
七

た
「
風
景
の
発
見
」

と
い
う
事
象
が
起
き
た
と
さ
れ
る
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
、
一
見
科
学
的
視
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点
で
日
本
の
風
景
の
素
晴
ら
し
さ
を
説
い
た
本
書
は
、
文
学
、
芸
術
、
と
り
わ

け
洋
画
に
大
き
な
改
革
を
促
し
た
と
語
ら
れ
る
。 

一
方
で
村
上
敬
氏
が
「『
日
本
風
景
論
』
に
表
れ
た
風
景
観
は
、
明
治
中
期
の

学
士
の
趣
味
教
養
を
反
映
し
た
、
き
わ
め
て
伝
統
的
な
も
の
に
思
え
る
。」
と
し
、

「
明
治
三
十
年
代
の
文
学
に
あ
ら
わ
れ
る
、
自
分
を
取
り
巻
く
日
常
的
な
気
象

や
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
美
し
さ
を
見
出
す
風
景
観
よ
り
も
、「
近
江
八
景
式
や

日
本
三
景
式
」
風
景
観
に
近
い
も
の
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
」
二
八

と
述
べ
る
よ

う
に
、
本
書
は
科
学
的
見
解
を
補
足
す
る
論
拠
と
し
て
古
人
の
漢
詩
・
和
歌
な

ど
を
引
用
し
、
古
く
よ
り
礼
賛
さ
れ
て
い
る
こ
の
土
地
は
す
ば
ら
し
い
、
と
い

う
議
論
を
示
す
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
本
書
は
科
学
と
文
学
、
歴
史
を

調
和
さ
せ
る
論
調
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
志
向
は
明
治
二
十
年
代
の
洋
画

家
が
透
視
法
な
ど
の
科
学
的
に
絵
画
を
取
り
入
れ
た
構
図
法
を
好
ん
だ
一
方
で
、

そ
の
風
景
画
の
中
に
歴
史
的
な
風
俗
の
点
景
人
物
を
描
き
込
む
傾
向
に
あ
っ
た

こ
と
と
共
通
点
が
見
ら
れ
る
と
村
上
氏
は
論
じ
て
い
る
。 

洋
画
家
が
科
学
的
知
識
に
基
づ
い
た
絵
画
制
作
を
重
視
し
て
い
た
頃
、
日
本

画
に
お
い
て
も
写
実
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
西
洋
絵
画
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る

動
き
が
現
れ
る
。
特
に
明
治
中
期
以
降
衰
退
し
て
い
た
南
画
家
ら
は
、
政
府
や

世
論
に
よ
る
日
本
画
の
近
代
化
へ
の
要
請
を
受
け
る
形
で
、
南
画
を
近
代
化
す

る
た
め
に
写
生
写
実
主
義
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
と
り
わ
け
山
の
組
成

に
関
し
て
「
荷
葉
皴
と
礬
頭
皴
は
火
成
岩
に
多
く
、
披
麻
皴
及
び
折
帯
皴
は
水

成
岩
に
多
い
」
二
九

と
山
を
描
く
に
は
そ
の
本
質
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
皴
法
を
地
質
学
的
に
語
っ
た
高
島
北
海
に
代
表
さ
れ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
「
力

学
的
に
破
綻
の
な
い
整
っ
た
山
容
を
南
画
に
導
入
（
略
）
写
生
的
量
感
表
現
や

陰
影
描
写
に
よ
る
写
実
性
の
色
濃
い
空
間
描
出
」
三
〇

を
試
み
る
こ
と
で
南
画
の

近
代
化
に
努
め
た
。
し
か
し
、
大
熊
敏
之
氏
が
こ
れ
ら
の
「
試
行
は
文
人
画
家
、

南
宗
画
家
全
体
の
意
識
を
変
革
さ
せ
る
普
遍
的
な
力
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
三
一

と
論
じ
、
ま
た
、
鶴
見
香
織
氏
が
当
時
の
若
手
南
画
家
、
山
岡
米
華
（
一
八
六

八
‐
一
九
一
四
）
の
記
事
よ
り
「
南
宗
画
の
流
派
で
は
凡
て
山
水
を
描
く
の
に

前
景
中
景
遠
景
の
三
つ
の
法
則
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
皴
法
は
必
ず
用
い
な
け
れ
ば
成
り
ま
せ
ん
」
三
二

と
紹
介
す
る
よ
う
に
、
日
本

の
洋
画
よ
り
も
古
く
か
ら
型
を
用
い
た
絵
画
制
作
を
行
っ
て
き
た
伝
統
絵
画
に

お
い
て
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
型
か
ら
の
脱
却
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。 

 

描
法
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
画
題
の
上
で
も
日
本
画
に
お
け
る
風
景
画
に
は

こ
れ
ま
で
の
山
水
画
に
お
け
る
典
型
的
風
景
と
如
何
に
訣
別
す
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。
山
梨
俊
夫
氏
は
日
本
画
で
の
風
景
画
成
立
は
洋
画
よ
り
遅
か
っ

た
と
し
た
上
で
、
菱
田
春
草
ら
の
仕
事
に
画
家
自
身
の
肉
眼
で
見
た
自
然
を
描

く
絵
画
が
、
旧
来
の
山
水
画
の
形
式
を
崩
し
な
が
ら
現
実
の
自
然
を
拠
り
所
と

す
る
形
で
現
れ
て
く
る
と
論
じ
て
い
る
。
三
三 

南
画
に
お
け
る
風
景
は
小
室
翠
雲
筆
「
寒
林
幽
居
」【
図
十
八
】
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
あ
く
ま
で
文
人
の
理
想
を
絵
画
化
し
た
風
景
が
描
か
れ
る
場
合
が
多

い
。
ま
た
、
真
景
図
に
連
な
る
画
家
自
ら
が
旅
行
し
て
写
生
し
た
風
景
を
写
実

的
に
描
く
作
品
も
「
富
士
山
」
な
ど
名
の
あ
る
場
所
を
描
い
た
も
の
が
主
流
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
意
味
の
あ
る
風
景
、
歴
史
的
意
味
や
文
化
的
背
景
、
名

所
と
し
て
の
景
観
を
風
景
画
に
仮
託
し
た
絵
画
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
志

賀
が
『
日
本
風
景
論
』
に
科
学
的
見
地
と
そ
の
土
地
を
詠
ん
だ
漢
詩
・
和
歌
を

並
列
に
記
載
し
て
い
る
点
と
根
本
を
同
一
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
治
以
前

の
文
化
観
と
近
代
的
科
学
に
お
け
る
風
景
観
の
融
合
が
絵
画
に
お
い
て
な
さ
れ

て
い
る
の
だ
。
前
述
の
論
考
に
お
い
て
村
上
氏
は
「
や
が
て
絵
画
の
世
界
に
お

い
て
は
、
中
川
八
郎
、
大
下
藤
次
郎
、
三
宅
克
己
そ
し
て
晩
年
の
浅
井
忠
と
い

っ
た
画
家
た
ち
が
な
ん
の
変
哲
も
な
い
野
原
や
雲
を
水
彩
で
描
き
始
め
る
」
三
四
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と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
上
氏
が
挙
げ
た
洋
画
家
と
比
較
し
て
日
本
画
に

お
い
て
は
大
正
期
に
入
っ
て
も
意
味
の
内
包
さ
れ
た
風
景
画
が
主
流
を
な
し
て

い
た
と
い
え
る
。
紫
紅
に
お
い
て
も
風
景
画
題
に
取
り
組
み
始
め
た
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
に
は
「
近
江
八
景
」
と
い
う
伝
統
的
画
題
を
選
択
し
、
ま
ず
は

典
型
的
画
題
に
お
い
て
伝
統
画
法
を
如
何
に
し
て
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
試
み

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ン
ド
を
描
い
た
「
熱
国
之
巻
」
夕
暮
れ
の
光
の
移

り
変
わ
り
を
描
い
た
「
入
る
日
・
出
る
月
」
を
経
て
わ
ず
か
四
年
で
「
何
の
変

哲
も
な
い
」
風
景
画
「
細
雨
」
を
描
く
に
至
る
。
こ
の
日
本
に
お
け
る
風
景
画

発
展
の
流
れ
と
同
様
の
流
れ
を
辿
っ
て
制
作
さ
れ
た
本
図
に
は
紫
紅
の
、
そ
し

て
日
本
の
風
景
画
の
近
代
的
表
現
へ
の
模
索
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

え
る
。

も
う
一
度
、
志
賀
の
『
日
本
風
景
論
』
に
立
ち
戻
っ
て
志
賀
が
「
雨
」
の
表

現
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
か
見
て
み
た
い
。

九

雑
感 

（
第
四
）
驟
雨
を
描
く
に 

画
家
た
い
て
い
は
斜
線
に
描
く
を
常
と
す
、
し
か
も
雨
粒
は
本
来
直
線

状
に
下
る
も
の
、
そ
の
斜
線
に
傾
注
す
る
は
、
た
ま
た
ま
風
に
駆
ら
る
る

を
も
っ
て
の
み
。
も
し
そ
れ
雹
大
の
驟
雨
粒
、
垂
直
線
状
に
下
り
て
水
面

を
衝
ち
水
面
処
々
た
め
に
凸
騰
す
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
斜
線
に
描
く
よ
り

か
え
っ
て
跌
宕
雄
壮
を
倍
す
を
覚
ゆ
。
三
五

こ
の
『
日
本
風
景
論
』
の
中
で
志
賀
が
提
案
し
て
い
る
、
雨
は
斜
線
で
描

く
の
が
常
だ
が
、
大
粒
の
雨
を
垂
直
に
描
く
方
が
、
よ
り
雄
大
に
な
る
と
い

う
描
写
は
「
細
雨
」
の
雨
の
表
現
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
紫
紅
が
科
学
的

視
点
か
ら
本
図
を
描
い
て
い
る
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
更
に
雨
粒
を
緑

色
な
ど
の
色
彩
で
描
い
た
点
は
、
雨
を
水
と
し
て
見
れ
ば
透
明
で
あ
り
、
背

景
が
緑
で
あ
る
な
ら
緑
色
、
茶
で
あ
る
な
ら
茶
色
に
見
え
る
と
い
う
自
然
の
真

実
に
則
っ
た
描
写
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
図
で
紫
紅
は
雨
以
外
の
要
素
で
あ
る
木
々
や
土
坡
を
写
実
的
に

描
い
て
い
な
い
。
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
し
た
木
は
幹
を
没
骨
で
描
き
、
一
部
に
墨
線

で
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
た
い
わ
ゆ
る
無
根
樹
で
あ
り
、
緑
の
葉
は
一
枚
一
枚
描

く
の
で
は
な
く
、
ぼ
か
し
で
大
体
の
形
を
取
っ
た
上
に
雨
と
同
じ
縦
の
短
い
直

線
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
景
の
土
坡
は
片
ぼ
か
し
の
技
法
で
形
式
的
に

描
か
れ
る
。
構
図
に
つ
い
て
も
本
図
は
水
平
に
平
原
か
ら
山
裾
に
至
る
空
間
と
、

垂
直
に
高
く
立
ち
上
が
る
山
と
の
二
面
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
遠
近
感
の
あ
る

三
次
元
的
な
空
間
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
は
、
本
図
が

主
題
を
「
雨
粒
」
に
絞
り
、
雨
粒
の
描
写
を
効
果
的
に
示
す
た
め
、
あ
え
て
風

景
描
写
は
平
板
な
も
の
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
か
。 

「
雨
の
山
・
風
の
海
」【
図
十
四
】
を
制
作
し
た
際
、
紫
紅
は
雨
と
い
う
無
形

の
対
象
物
を
背
景
の
山
に
溶
け
込
む
よ
う
な
紡
錘
形
の
点
描
で
描
く
と
い
う
こ

れ
ま
で
に
な
い
表
現
で
描
写
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は

ま
だ
風
景
画
と
し
て
の
奥
行
き
に
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
山
の
描
写
と
雨

の
描
写
を
同
一
の
力
量
で
描
い
た
た
め
に
、
雨
の
新
し
い
視
点
に
よ
る
表
現
を

明
確
に
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
図
に
お
い
て
再
び
雨
の

描
写
を
行
う
に
あ
た
り
、
視
覚
の
表
層
に
あ
る
雨
の
み
に
主
眼
を
置
き
、
奥
に

広
が
る
風
景
の
描
写
は
簡
素
化
す
る
こ
と
で
、
科
学
的
視
点
で
見
た
新
し
い
雨

の
見
方
に
よ
る
表
現
を
全
面
に
打
ち
出
す
試
み
を
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。 

「
細
雨
」
に
お
い
て
紫
紅
は
日
本
美
術
の
中
で
描
か
れ
て
き
た
雨
の
表
現
に
、

風
景
の
添
え
物
と
し
て
の
雨
や
、
雨
を
暗
示
的
に
示
す
湿
潤
な
大
気
感
の
表
出

で
は
な
く
、
雨
そ
の
も
の
を
見
せ
る
と
い
う
課
題
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
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の
課
題
を
克
服
す
る
に
あ
た
り
、
科
学
の
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
近
代
的
な
眼

で
見
た
写
実
表
現
を
取
り
入
れ
、「
細
雨
」
に
お
け
る
雨
の
描
写
を
作
り
出
し
た
。 

更
に
紫
紅
は
本
図
に
お
い
て
縦
に
長
い
画
面
を
用
い
て
垂
直
な
雨
の
繰
り
返

し
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
の
視
点
を
固
定
さ
せ
な
い
動
的
な
画
面
の
面

白
さ
を
も
獲
得
し
て
い
る
。
雨
の
表
現
を
前
面
化
す
る
た
め
に
行
っ
た
筆
致
の

繰
り
返
し
、
風
景
表
現
の
平
面
化
が
絵
画
的
画
面
を
生
み
出
し
、
紫
紅
芸
術
に

お
け
る
更
な
る
展
開
を
予
想
さ
せ
る
画
面
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

あ
る
対
象
を
写
実
的
に
捉
え
、
絵
画
的
画
面
の
中
に
再
構
築
す
る
と
い
う
本

図
に
お
け
る
試
み
は
、
速
水
御
舟
を
始
め
と
し
た
後
進
の
画
家
た
ち
に
も
受
け

継
が
れ
、
大
正
期
の
日
本
画
の
一
要
素
を
形
成
し
て
い
る
。
紫
紅
の
「
細
雨
」

に
お
け
る
試
み
は
、
近
代
日
本
の
風
景
画
に
、
対
象
の
写
実
的
描
写
と
絵
画
的

画
面
の
形
成
と
い
う
新
た
な
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

終
章
、
お
わ
り
に
―
近
代
日
本
画
へ
の
一
石 

本
稿
で
は
紫
紅
筆
「
細
雨
」
に
お
け
る
雨
の
表
現
を
主
に
近
代
風
景
画
の
流

れ
と
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
で
読
み
解
い
て
き
た
。
紫
紅
芸
術
に
お
け
る
風
景
画

の
展
開
は
、
近
代
日
本
画
の
風
景
画
形
成
の
流
れ
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
紫
紅
は
本
図
に
お
い
て
対
象
の
写
実
的
観
照
を
踏
ま
え
た
上
で
、
表
層

的
な
雨
の
描
写
に
力
点
を
置
き
、
風
景
描
写
は
平
面
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
本
図
は
写
生
写
実
に
則
っ
た
西
洋
的
遠
近
法
で
描
か
れ
た
絵
画
を
越
え

た
絵
画
的
画
面
を
表
出
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

紫
紅
は
晩
年
期
に
南
画
の
研
究
を
深
め
、
後
に
新
南
画
と
呼
ば
れ
る
作
風
を

確
立
し
、
多
く
の
追
随
者
を
生
ん
だ
。
鶴
見
香
織
氏
は
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通

す
る
要
素
と
し
て
「
一
つ
は
、
お
お
ら
か
で
素
朴
な
形
態
表
現
（
略
）
二
つ
め

は
構
図
。（
略
）
縦
長
の
画
面
に
近
景
か
ら
遠
景
ま
で
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
上
へ

と
積
み
上
げ
て
ゆ
く
よ
う
な
、
南
画
に
良
く
見
ら
れ
る
構
図
（
略
）
三
つ
め
は

点
描
表
現
。」
三
六

と
三
つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。「
細
雨
」
に
見
ら
れ
る
細
長

く
画
面
上
部
ま
で
詰
ま
っ
た
構
図
、
密
度
の
高
い
画
面
構
成
も
鶴
見
氏
の
指
摘

す
る
新
南
画
の
要
素
に
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
紫
紅
の
新
南
画
の
中
に
は
「
桃

源
」
の
よ
う
な
画
題
自
体
に
意
味
の
あ
る
理
想
の
風
景
を
描
き
、「
前
景
中
景
遠

景
の
三
つ
の
法
則
」
な
ど
伝
統
的
手
法
を
多
く
踏
襲
し
た
作
品
が
あ
る
一
方
で
、

「
細
雨
」
は
画
題
に
お
い
て
も
構
図
を
含
む
技
法
に
お
い
て
も
伝
統
的
山
水
画

か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
南
画
を
考
察
す
る
上
で
も
、
こ
れ
ま
で
の

南
画
を
学
習
し
た
作
例
と
本
図
の
よ
う
な
作
例
と
を
厳
密
に
分
類
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

本
図
に
お
い
て
紫
紅
は
、
主
題
に
内
包
さ
れ
た
物
語
の
再
現
と
し
て
風
景
を

描
く
の
で
は
な
く
、
自
身
の
眼
で
見
た
風
景
を
独
自
の
解
釈
で
描
写
す
る
こ
と

で
、
典
型
的
風
景
表
現
を
離
れ
、
画
家
個
人
の
興
味
に
主
眼
を
置
い
た
絵
画
創

作
の
領
域
を
開
拓
し
て
い
る
。
対
象
の
造
形
性
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
、
絵

画
の
裏
に
あ
る
意
味
よ
り
も
、
目
で
見
た
ま
ま
の
表
面
上
の
美
し
さ
を
楽
し
む

志
向
は
、
近
代
西
洋
美
術
に
も
通
じ
る
概
念
で
あ
る
。
更
な
る
躍
進
を
期
待
さ

れ
つ
つ
紫
紅
は
世
を
去
る
が
、
本
図
を
含
む
紫
紅
晩
年
の
作
品
に
は
そ
の
後
の

日
本
画
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
作
品
が
複
数
存
在
す
る
。
今
後
も
紫
紅
作
品

の
調
査
を
通
し
て
近
代
日
本
画
の
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

          

一

村
上
敬
「
志
賀
重
昴
『
日
本
風
景
論
』
と
明
治
20
年
代
の
油
画
に
つ
い
て
」（
文
学
研
究

(
7)
、
二
〇
〇
三
年
）。 

二

こ
の
作
品
は
惜
し
く
も
戦
火
で
焼
失
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

三

「
暢
気
に
描
け
」（『
多
都
美
』
第
八
巻
第
三
号
、
一
九
一
四
年
二
月
五
日
）。 

四

こ
ち
ら
も
関
東
大
震
災
の
際
に
燃
え
て
お
り
、
白
黒
写
真
と
小
下
図
を
残
す
の
み
で
あ
る
。 
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五

『
今
村
紫
紅
―
そ
の
人
と
芸
術
―
』
展
図
録
（
山
種
美
術
館
、
一
九
八
四
年
）。 

六

『
紫
紅
画
集
』（
日
本
美
術
院/

今
村
紫
紅
、
西
東
書
房
、
一
九
一
六
年
、
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
閲
覧
、
最
終
閲
覧
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
日
。

h
t
tp
:/
/d
l.
nd
l.
go
.j
p/
in
fo
:n
dl
j
p/
pi
d/
96
65
43
/2
6

）。 

七

田
中
穣
『
近
代
日
本
画
の
人
脈
』（
新
潮
社
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
。

八

『
現
代
日
本
美
術
全
集
三

菱
田
春
草/

今
村
紫
紅
』（
集
英
社
、
一
九
七
二
年
）。 

九

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
開
催
。

一
〇

愛
知
県
美
術
館
、
一
九
九
二
年
開
催
。

一
一

横
浜
美
術
館
、
一
九
九
五
年
開
催
。

一
二

横
浜
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
開
催
。

一
三

世
田
谷
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
開
催
。

一
四

草
薙
奈
津
子
「
今
村
紫
紅
展
に
よ
せ
て
」（『
三
彩
』
四
四
六
、
一
九
八
四
年
）。 

一
五

河
北
倫
明
編
『
今
村
紫
紅
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
）。 

一
六

『
日
本
画
・
雨
と
余
情
』（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
）
。 

一
七

中
村
溪
男
『
今
村
紫
紅
―
近
代
日
本
画
の
鬼
才
』（
有
隣
新
書
、
一
九
九
三
年
）。 

一
八

『
横
山
大
観
展
―
良
き
師
、
良
き
友
』（
朝
日
新
聞
社
、
横
浜
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）
。 

一
九

長
谷
川
て
い
「
日
本
画
と
雨
」『
日
本
画
・
雨
と
余
情
』（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九

九
〇
年
）。 

二
〇

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ベ
ル
テ
ィ
エ
「
日
本
美
術
に
お
け
る
自
然
観
の
一
面

風
・
雨
・
日
・
月

の
イ
メ
ー
ジ
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
』
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）。 

二
一

安
村
敏
信
「
日
本
美
術
に
お
け
る
雨
の
表
現
「
見
え
る
雨
」
と
「
見
え
な
い
雨
」」（
『
美

術
の
窓
』
三
十
五
（
七
）、
二
〇
一
六
年
）。 

二
二

小
野
一
郎
、
西
田
正
秋
「
広
重
筆
・
版
画
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
庄
野
」
と
、
春
信
筆
・

版
画
「
夜
雨
宮
詣
の
美
人
」
に
お
け
る
「
雨
」
の
表
現
に
つ
い
て
」（
『
大
分
県
立
芸
術
短
期

大
学
研
究
紀
要
』
三
、
一
九
六
四
年
）。 

二
三

前
掲
註
二
一
、
安
村
氏
論
考
。

二
四

竹
田
道
太
郎
編
「
今
村
紫
紅
と
そ
の
周
辺
」（『
近
代
の
美
術
』
三
十
七
、
一
九
七
六
年
）。 

二
五

前
掲
註
一
四
、
草
薙
氏
論
考
。

二
六

土
方
定
一
「
解
説
」（
志
賀
重
昴
『
日
本
風
景
論
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
六
年
）。 

二
七

安
西
信
一
「
志
賀
重
昴
『
日
本
風
景
論
』
に
お
け
る
科
学
と
芸
術
―
無
媒
介
性
と
国
粋
主

義
」（
芸
術
文
化(

11)

、
東
北
芸
術
文
化
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）。 

二
八

前
掲
註
一
、
村
上
氏
論
考
。

二
九 

『
没
後
80
年
高
島
北
海
展:

造
化
の
秘
密
を
探
る
』（
下
関
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）。 

三
〇

細
野
正
信
「
南
画
―
江
戸
か
ら
近
代
へ
―
」（『
自
然
に
遊
び
、
自
然
に
謳
う
―
近
代
南
画

展
』
図
録
、
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）。 

三
一

大
熊
敏
之
「
近
代
南
画
史
考
」（『
自
然
に
遊
び
、
自
然
に
謳
う
―
近
代
南
画
展
』
図
録
、

群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）。 

三
二

鶴
見
香
織
「
近
代
南
画
―
本
展
の
趣
旨
と
内
容
―
」（『
自
然
に
遊
び
、
自
然
に
謳
う
―
近

代
南
画
展
』
図
録
、
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）。 

三
三

山
梨
俊
夫
『
風
景
画
考

世
界
へ
の
交
感
と
侵
犯Ⅲ

風
景
画
の
自
律
と
世
界
の
変
容
』（
ブ

リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
六
年
）。 

三
四

前
掲
註
一
、
村
上
氏
論
考
。

三
五

志
賀
重
昴
『
日
本
風
景
論
』（
政
教
社
、
一
八
九
四
年
）。 

三
六

鶴
見
香
織
「
今
村
紫
紅
と
新
南
画
」（
別
冊
太
陽
『
日
本
画
を
「
破
壊
」
す
る
速
水
御
舟
』、

平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年
）。 

―
図
版
出
典
一
覧
―

【
図
一
】【
図
二
】【
図
四
】【
図
十
七
】
河
北
倫
明
編
『
今
村
紫
紅
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
八
五
年
）。 

【
図
三
】【
図
五
】【
図
六
】
鈴
木
重
三
、
木
村
八
重
子
、
大
久
保
純
一
『
保
永
堂
版

広
重

東
海
道
五
拾
三
次
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。 

【
図
七
】【
図
八
】
後
藤
茂
樹
編
『
浮
世
絵
大
系
十
一
広
重
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
年
）。 

【
図
九
】『
水
墨
画
の
巨
匠

第
四
巻

友
松
』（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）。 

【
図
十
】『
日
本
美
術
絵
画
全
集

第
六
巻

相
阿
弥/

祥
啓
』（
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）。 

【
図
十
一
】【
図
十
三
】『
日
本
画
・
雨
と
余
情
』（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
）。 

【
図
十
二
】『
狩
野
芳
崖
と
四
天
王

近
代
日
本
画
、
も
う
ひ
と
つ
の
水
脈
』（
求
龍
堂
、
二

〇
一
七
年
）。 

【
図
十
四
】【
図
十
五
】『
今
村
紫
紅
展
―
横
浜
の
い
ろ
』（
三
溪
園
保
勝
会
、
二
◯
一
三
年
）。 

【
図
十
六
】
細
野
正
信
解
説
『
現
代
日
本
絵
巻
全
集
十
八

東
海
道
五
十
三
次
合
作
絵
巻Ⅲ

』

（
尚
文
社
、
一
九
八
三
年
）。 

【
図
十
八
】『
自
然
に
遊
び
、
自
然
に
謳
う
ー
近
代
南
画
展
』（
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、
一

九
九
九
年
）。 
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